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平成３１年３月香取市議会定例会一般質問通告  

 

平成３１年３月６日（水）  

№１ 根本義郎議員  

１． 地域医療体制の充実について 

（１）県立佐原病院の医療体制に係る現状と課題について 

（２）正規職員としての医師確保と持続的配置  

（３）庁内の産科クリニック等プロジェクトチームの取り組み状況について  

（４）小見川総合病院との医療連携について 

２．学校給食費の無償化について 

３．乗り合いタクシー等の普及・充実について 

（１）市民ボランティアによるデマンドタクシー導入と市の対応について 

（２）グリーンバス運行状況と当該地域住民（代表）との協議について 

４．高すぎる国民健康保険税における「均等割」賦課方式の廃止について  

 

№２ 宇井正一議員  

１．再生土処分場の現状と禁止・規制条例の制定について 

２．府馬（古内）残土処分場の現状と今後の対応について 

３．山田小学校開校に伴う交通安全対策について 

４．山田小学校のスクールバスの運行について 

 

№３ 鈴木聖二議員  

１． 県立佐原病院の存続と充実について 

２． 旧清見屋跡地の複合公共施設整備事業について 

３． 橘ふれあい公園整備事業について 

 

№４ 加藤裕太議員  

１．災害対策・安心安全なまちづくりについて 

（１）２０１８年発生の災害等への対策実施状況について 

（２）２０１９年３月時点での災害対策の優先順位について 
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（３）指定避難所等の非常用電源設備について 

（４）災害発生時の情報伝達手段について 

（５）ハザードマップの周知について 

（６）市内の消火栓の状況について 

２．新元号への対応について 

（１）元号変更に対する準備作業について 

（２）発生する費用について 

３．佐原駅周辺地区複合公共施設について 

（１）施設完成までの工程について 

（２）事業費について 

（３）施設の内容と補助金・合併特例債の利用について 

 

№５ 千年正浩議員  

１．市長・市議選挙の同日開催について 

（１）平成３０年４月の市長選挙及び１２月市議選の決算見込み額は 

（２）同日開催により予想される削減額は 

２．住宅リフォーム助成制度について 

（１）耐震診断・耐震改修リフォームの１件あたりの額は 

（２）経済効果を考え、住宅リフォーム助成制度の検討の余地は  

３．旧清見屋跡地の複合公共施設について 

（１）概算事業費は約５６億円とのことだが、年間の維持管理費の見積もりは  

（２）各施設合計２７．２万人の想定年間利用者数の根拠は 

（３）整備にあたっての発注方法は、ＤＢ方式、ＤＢＯ方式、ＰＦＩ方式を検討するとのことだ

が、いずれの発注方式も国の補助金や合併特例債を活用できるのか 

（４）複合公共施設建設後、現在の佐原中央公民館及び佐原中央図書館はどうするのか  

 

平成３１年３月７日（木） 

№６ 河野節子議員  

１． 市民事業仕分けを行った目的と成果は 

（１）事業仕分けを進める市の基本的な考え方は 
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（２）３６事業の選び方とその他の事業はどうするのか 

（３）仕分けによる結果をどう捉えているか 

（４）今後の行政運営にどう反映させるのか。その基本方針と具体的な方策は  

２．香取市の保育及び幼児教育のビジョンについて 

（１）幼児教育無償化に向けての体制づくり 

（２）３歳未満児の受入れ体制は 

 

№７ 辻󠄀 達広議員  

１．高齢者福祉について 

（１）市全域にわたる高齢者配食サービスの展開・方策について  

２．山田小学校開校後の旧校舎利用について 

（１）小学校統合後の旧校舎の利用予定について 

（２）旧校舎の維持管理について 

（３）旧学校における備品の統合と有効利用について 

３．いぶき館の利用について 

（１）利用時間帯の統一について 

（２）空いている時の柔軟な貸出方策の実施について 

（３）施設内のピアノの管理について 

 

№８ 藤木裕士議員  

１．産婦人科クリニック誘致事業について 

（１）プロジェクトチームのメンバーは 

（２）誘致は何処にどの程度の規模でイメージしているのか  

（３）予算額１４９，０００円の内訳は 

（４）これまでどのような医療機関にどのようにアプローチしたのか  

２．県立佐原病院について 

（１）平成３１年４月から院長が変わるが、医師の増員などの新しい動きはあるのか 

（２）救急・在宅医療と検診センターの当市（当地域）に対する役割と充実の方向は 
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№９ 井上 徹議員  

１．統廃合により閉校となる学校施設について 

（１）利用スケジュールは明確になっているのか 

（２）地元の意向は組み込まれているのか 

（３）収入源としている具体的な資産の有効活用計画は 

２．基幹産業である農業について 

（１）農林事業者に対するバックアップの考え方は 

（２）不耕作地の活用は 

（３）水田の土地改良など、区画整理は進んでいるが、畑地の有効活用はどう考えている

のか 

 

№10 久保木宗一議員 

１．学校統廃合について 

（１）市の統廃合計画  

（２）スクールバス 

（３）教員大幅縮小・定住化  

（４）複式学級・学童保育・子ども教室  

（５）部活動  

２．婚活について 

（１）活動内容  

（２）これまでの成果  

（３）事業仕分け 

（４）今後の計画  

３．複合施設について 

（１）駐車場  

（２）児童相談所  

 

 

 


